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邑　砕土及び播種作業が同時に行なわれるので個別作

業における2行程が†産で済み省力且能率的である．

丘　播種の駆動給はトラクターの油圧を下げて作業機

を下すことに上射乱場面に達しトラクターが前進しなけ

れば駆動輪が回転しないので，回行時には種子の換出し

が止ま上目彙たトラクタ・一車輪のスリップによる掩種むら
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がなレヽ．

7　試作機では覆土板後方に鎮圧ローラーをけん引さ

せ揖土面上を鋲圧したが，回行時に後方に注意を払わな

ければ夜らず却って作言送能輩を下げまたトラクター作業

機の重量が，油圧及び本椴とのバランスから見て会わ重

く出来ないため鎮圧効果が充分でないのでむしろ鎮圧機

を単独に切少はなし，作業rhZ4椚推定接地圧400g／勿璽

程度（人間の体重が片足だけにかかる圧力）の鎮圧ロー

ラーをエー3の作業速度でけん引する方が能率的であわ

その効果も期待出来試作を進めている．

a　試作したものは同時施肥は行えず，作業前にスピ

ンナーブロードキャスターで全面施肥した．設計的には

更に施肥装置を搭載すれば砧樺同様条施肥出来るわけで

あるが作業機の重量が大山に増加するので，このクラス

のトラクターでは強度，トラクター本塩とのノミランス，

油圧等を考慮しなければならず現在のところかを少難し

いように考えられる．

a　供試したものは個々の種子タンクが小さく随時補

給を要したが共通の補助タンクを上方に附加して30a

程度（タンク容立60．β）を一度のつめ込みで砧種出来

るようにしたい．

18　供試した開場はブルトーサー整地直後で地均し高

低差が多く，排水不良であ少乾田直拓用としては極めて

悪い条件であった・そのため冠水部が処々に生じ．その

場所では発芽不良であったが，それ以外は極めて良好な

発芽状態を示した・ただ発芽直後から3兼期に至る間，

雀の群が飛来し首を引き抜かれ甚しい障書を受けた噂に

低地の水分の多い軟弱を個所がひどかった．この対策と

しては鳥類から引き抜かれない程度の強い鎮圧をかけ得

る排水良好な圃場を選ぶか，防鳥細を完備する外ない．

lL　水稲乾田直拓用としてはけん引型ドリルファーテ

ィライザーと比較してはるかに適応性が高くまたローク

リ‾テイラーのアタッチメントとして装着出来るので価

格も安く，実用性が高いと思われる．

12・現在県内某メーカーによって市販化を進めている．

下　層　施　肥　機　の　改　良　試　作　に　つ　い　て

佐藤隆・鶴田恒次・石川武己・藤本重雄

（山形県農試）

1．　は　し　が　書

下屑施肥（深層施肥）について吐，昭和83年度工少

山形鼻試本場で土壌消毒器を使用’しての液肥注入試験を

行った・その結果は既に発表したように，

⊥・町質肥料の効果が顕著であ少，しかもその効果は

持続性をもつ．

2．施肥の時期は，活着后から幼穂形成期前迄である．
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al　施肥位配は地衣「15川桁近が逓1である．

等のことが机明している．

しかし，この日い比把の賓用化については，市奴享れ

ている下層蝕批俄を用いて検討した結来，必汝とする1

5ビ刀の深さに施肥する事が極めて鮎簸であるか，叉は転

肥能率が低くて実用性に欠ける．従って，特に深度の矩

保と能率化を考えて従来のF層施肥板に改良を加えた結

果，‾十虻所期の目的に近いものが縛られたので，その概

一隻を報告する．

2・　改良上の着眼点

土壌消毒缶の形態で液肥を使用するものは，遥肘こよ

る折根などの級機的損傷の危険は少ないが，均一に施肥

する為には施肥個所が多く，抗力・握力によって作尖を

進めるために，相当の苦痛と疲労を伴い．能率が篭めて

低い，という欠点を有する．これに対し入力用単条缶切

形式の深層施肥機は粒状又は硫安等の肥料を施用出来，

前者よ少は能率的であるけれども作覇傲梅が殆んどの場

合，カルチの爪状のものを使用している為に，桟にひっ

かゝつた少して，作海が不十分となり易く，深さを増そ

うとすると抵抗も増大するので，15C椚近く迄施肥す三

幸は凶難であった・従って今度の試作改良は，主として

後者の形状のものを更に抵抗が少く，能率的に下層迄宛

肥出来るように考赦した．

5・　試作改良遠の概要

1　入力用深層施肥機諸元

改　　 良　　 前 l　 改　　 良　　 後

形　　　 式 手神 式 （鳥 井 型 ） 〝

肥 荊 排 出

機 構
ピス トン式

〝

排 出 口

開 皮
0 ～ 2 0 × 1 5 m

肥料 タ ンク

容 量
6　彪

ビ　 ス ト　 ／
駆 動 輪 取 出

木 製 フ ロ ーート

（及後 部 転車 ）

合 せ デス ク

泌 動 方 式 作帝 輸 取 出 し

謁 深 調節 木 製 フ ロー ト

全　　　　 重 8．670 桓 8．765 晦

第1囲　改良深層施肥機

2　改良′1．㌧

（1トu動転・盲を合せデスク作；1・主輸（仮称名目に香える

水圧蛋托■i状の・こ．小二弘の代りに，中央部にふくらみを持

たせた，直径泊）叫の円板を2枚張り合せ，その周囲に

巾15mの刃を付けた合せデスク作溢鮎とした．これは

作溢　薄切り　が容易に最も少ない遮抗で行い，しかも

それが安定して五・少，且つピストン式肥料排出装置を超

勤出来る事を目的とした．

第2図　改良前5動輪及作轟刃束排出装置

第3囲　改良後　合せデスク作帝給

田）肥料排出口附近の改良

改良前の施肥敏の作薄刃兼排出口である装置を，更深

刃（作詩はaの作謁輪で行い，更深刃では更に深く韓を

切るとともに，肥料が落下し易いような韓を確保する）

とビニール製の肥料排出パイプとの2部品に分けそれぞ

れの機能iるようにした’嘗
第4図　改良前　　　　　第5図　改良後

作溝刃兼排出口　　　　　更深刃及排出パイプ
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4．　結　　　　果

改良前の施肥機による施肥位置は，第1表の過少で，

硬い土壌（足跡が付く程度）の場合・0－3代作約60

申，3～15亡・のところに残カの約40多が落下した・

これに対し，改良蝕では0－3帽に20多，3～6mに

70宙，6～9亡tK約10喀落下した・柔かい圃場では

（足が尿迄沈む程匿），改良前は7～9服の作粘施肥で

あったが，改良施肥機を使用した場合は土壌への切込み

が地表下17‘虞の所まで行なわれ．施肥位置は18皿捏

忙参上んだ・これに実際の地合，洩水等がかゝると史に

深く落下するとともに帝厳し上下に広く分廠するものと

考えられる・

第1表　土墳条件別作渦淫と肥料分布状況

深∵卓　 ‥条 件

施　 肥　 機 従 来 の

施 肥 億 の 場 合
改 良機 の場 合

作溝 の深 さ
慧 £ 警誌 7．3 e粛 10 ．l cn

9 ．0 12 ．5

施
硬報

い合

0 －　 8 用 田．2 多 1テす す

8 －　 6 訂．3 73 ．7

肥
6 ～　 9 3．5 8．6

柔 0 ～　 5 亡丁 9．0 7．0

位 か 5 －　 7 お．1 13 ．5

置
レ1 7 ～　 9 5 7．2 訂．8

場 9 － 1 1 0 15．8

合 1 1 － 1 8 0 5．9

賽　　硬い場合：足跡がつく程度
キヰ　柔い場合：足が供まで沈む程度

又，‾・排出部の改良によって，力を加えた幼竜にかこる

泥のつま少や排出不良が見られなくなった．改良前の施

肥位置は腕の屈伸によって水平分布が5～9用の波状と

なったが，改良後は層位の差は1－L5m程度と少なか

った．

水稲に対する施肥実験は7月15日で下層施肥の時期

としては遅く，あま少顕著な効果は見られなかったが，

施肥直後は表面施肥区の生育が後れ．208位後作なる

と，決屑施肥区の生育に効果が現われ．表面施肥に優っ

た．

第2衣　水稲性育諷査
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てこここ‾嘉 ‾‾蔽‾百

月 臼　 ＼

衣　 血　 施　 肥 踪 JH　 旋　 肥

草丈帽　　 塾数本 草丈で坑　　 畢教本

7 月 1 5 H 施肥 63．9　　　 17．0 66．i　　　 17．0

7 月 2 2 日 g7．3　　　　 17．1 偽．9　　　 17．5

乗　　　 色 ＋＋ 十

7 月 3 0 日 で）．8　　　 16．8 77．0　　　 17．0

8 月　 6 日 90．4　　　 15．6 94．5　　　　 16．5

星＿　　 色 ＋ 十一十

5．　総　　　　括

改良機の性能については，調査の結果予期した程度の

施肥が出来た．これは作覇輪によって6～8亡孤の土壌切

断が行われ，その後に更深刃によって所定の深さが得ら

れるためと考えられ，又，改良前の施肥機では深度を確

保すると同時に前進するため，下に押すカと前に押すカ

の合力点をとらえ進まねばならなかったから，安定した

施肥位置が碍にくかったが，改良しでは深さは確保され

ているので，ブロートで規制して，前進にのみ労力を配

分すれば良いので前進作業が容易となった．

ただし，水稲に対する施用効果の判定については，改

良機の一応使用出来るようになった時期が去年露の璃増

時期には間に合わず，その判定は下せないが，一一応試吊

してみたその結果では，生育相から判♭干して，従来の下

層施肥を行った場合と同様な傾向がみられた．次年度に

は，更に実用化を進め，肥料操出機構，所要労力の減少，

作業む動力化等Kついて研究を続けるとともに，水楢に

対する使用時期，生育に及ぼす影響等を考案し合理的を

下層施肥機の蒐用法を確立したいと考える．

第6図　試作改良機による作辞

農　業　生　産　力　の　地’域　性　と　階　層　性

－と　く　に水稲について－

1．　は　し　が　き

佐藤多吉・川　田幸雄

（青森県農試）

府県にくらべ顕著であるが，この上昇度合は，県内各地

域とも一様ではない．したがって本箱では，この水稲生

最近にかける青森県の水稲生産力の上昇度合は，他の　　産力の地域差と階層差の要因について，若干の検討を試


